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財政と公共政策　第 34 巻第 2号（通巻第 52 号）2012 年 10 月
それから田中先生からは，現在は事務局が行政の中にあるけれども，可能であれば独立事務
局にしたいと考えている，といった趣旨のご発言がございました．これについてはすでにご存
じかもしれませんが，淀川水系流域委員会がそのような方式をとったことで知られています．
県民会議も，一つの選択肢として検討してみる価値はあるのではないでしょうか．
あと，施策評価の難しさについても言及がありました．これについては，私は公設試験研究
機関や自然系博物館の科学的知見の活用が今後ポイントになるような気がしています．神奈川
県には自然環境保全センターという立派な機関があって，水源環境保全・再生施策に関するモ
ニタリングなどに従事されていますけれども，そういう体制を強化していくことは施策評価の
問題に対応する上で不可欠だと考えています．
最後に柿澤先生ですが，私に関連するものとしては，「政策の射程がどんどん広がっていく
ということだが，果たして広げられるのか，そして広げるのは望ましいことなのか」といった
趣旨のご質問があったかと思います．確かに，私もあまり無節操に広げることは望ましいこと
ではなく，やはり原点である水源環境保全・再生のチェック・評価に軸足を置くべきだとは思
っています．しかし一方で，真の「県民参加」実現のためには，持続可能な地域社会づくりや
流域自治の実現といった課題も見据えながら組織力を高めていくという視点が求められてお
り，しかもそれは既存の活動と両立が可能だ，というのが私の考えです．
総括討論
司会：
ありがとうございました．まだまだいろいろ議論したいことはたくさんありますが，ここで，
ガバナンス論をめぐるお三方のご報告についてのやりとりは，いったん打ち切らせていただき，
次に，本日の第１部，第２部，第３部全体を通じた討論にいきたいと思います．
本日，水と森をとりまく様々な課題が出されたと思います．一つは水と森についての政府の
役割で，国，都道府県，市町村の役割，あるいはそれに対する税財政制度のあり方について提
起がございました．また，そこに市民，あるいは県民の人たちの参加の仕組みをどのように構
築できるかという議論もございました．
水や森，流域の管理というものを考えたときに，それはどのぐらいのエリアを一つの単位と
して捉えればよいのか．これまでの議論ですと，例えば，その地域には地域の活動があり，ロ
ーカルな単位で考えるという考え方もあれば，利害を伴った方たちや，活動するいろんな団体
の人たちは流域全体にわたって存在しており，もう少し広域的な範囲でそれを取り扱う必要が
あるという話もあります．さらに，一国全体として水や森を守るという国家の責任もあるだろ
う．ということで，非常に多層性，重層性を持ったものとなっている．これをどのように考え
ていけばいいのかという問題提起もございました．
このほか，午前中の議論では税，とくに森林環境税，水源環境税について，自治体が課税自
